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取組結果・感想等

前年度、育てていたオクラの種を植えま

した。種からオクラができるのか、不安そ

うな子どもたちでしたが、芽が出ると大喜

び！大きくなった苗を畑に植え変え、毎

日少しずつ大きくなるオクラを観察してい

ました。「大きくなってね」と声を掛けなが

ら水をやる姿も見られていきました。大き

くなったオクラを収穫すると、匂いを嗅い

だり、触ってみたり、大きく育った喜びを

感じることができました。収穫したオクラ

は、給食室で調理し、おいしくいただきま

野菜を育てて食べてみよう！

地球にやさしいこと発見！

お菓子の箱や牛乳パックなどを使って、

廃材遊びを楽しむ子どもたち。様々な箱

の形の違いなどにも気付きながら廃材

遊びを楽しみました。子どもたち同士で

譲り合ったり、アイデアを出し合ったりす

ることで子ども同士の関わり合いにも繋

がっていきました。年長組では廃材で楽

器を作り、クリスマス会で演奏して楽しみ

ました。廃材遊びをきっかけに、廃材を

すぐ捨てるのではなく、何かに使えない

かなと考える姿も見られるようになりまし
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１年間取り組んだ感想・ご意見
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取組結果・感想等

毎年、子どもたちが楽しみにしている節

分。

例年は大豆を使って豆まきをしていまし

たが今年はＳＤＧsの観点から、他に代用

できるのもはないか、と子どもたちと一緒

に考えるなかで新聞紙を使用して豆まき

を行うことにしました。子どもたちが思い

を込めながら好きな大きさに丸めた豆で

心の鬼を退治することができました。食

べ物を大切にするということも伝えながら

季節の行事を楽しむことができました。

新聞紙の豆で心の鬼を退治しよう！

この一年を振り返ると、日常の保育の小さなことがＳＤＧsやエコに繋がっていると感じました。また、保

育者がもったいないという意識や何かに使えないかという意識をもつことで、保育にも生かしていけると

感じ、子どもたちにも伝えていかなければならないと思いました。小さな取り組みでも単発的にならない

ように、続けていくことが何より大切だと感じました。これからも地球にやさしい心をもって環境と関わっ

ていきたいです。


